
学校番号 1201 

令和３年度 福祉科 

  

教科 福祉 科目 介護総合演習 単位数 4単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・卒業後、介護職に就くことを前提とした専門的な学習を行う。 

・就職先で即戦力になる技術を身につける。 

 

 

２ 学習の到達目標 

介護演習や事例研究などの学習を通して、専門的な知識や技術の深化、総合化を図るとともに、課

題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

人間としての尊厳の

保持、自立生活支援を

目的とした介護のあ

り方に関心を持ち、意

欲的に学習に取り組

む姿勢を身に付けて

いる。 

地域における事例の

ニーズを考え、望まし

い方法を利用者視点

で考え、的確に表現す

る能力を身に付けて

いる。 

介護に関する基礎的

な知識を活用し、利

用者のニーズに基づ

く計画につなげてい

く能力を身に付けて

いる。 

介護における意義や

役割及びその展開に

ついて理解し、知識

として身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー 

トの記述 

グループワークでの

参加度 

ノートやワークシー 

トの記述 

グループワークでの

参加度 

発表 

ノートやワークシー 

トの記述 

グループワークでの 

参加度 

介護の実技評価 

学習状況の観察 

ノートやワークシー 

トの記述 

発表 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。考査は実施しません。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
２ 

介
護
演
習 

介護演習 ○ ○ ○ ○ a:利用者の尊厳を重視した生

活支援に対する介護に関心を

持ち、必要な技術を意欲的に学

ぶ態度を身に付けている。 

b:ＩＣＦの視点に基づき、利用

者の心身の状態や状況に応じ

た望ましい介護のあり方を考

え、的確に表現しようとする能

力を身に付けている。 

c:日常生活の中で起こる介護

の具体的な場面を想定し、利用

者の立場を重視した適切かつ

安全な介護技術を正しく実践

に移すことができる。 

d:利用者と関わる上で必要な

基本的、総合的な介護に関する

理論について理解し、知識とし

て身に付けている。 

学習状況の観

察 

ノートやワークシ

ートの記述 

グループワーク

での参加度 

発表 

 

介護技術考査 

３ 事
例
研
究 

事例研究 ○  ○ ○ a:事例を読み、開の方法につい

て関心を持ち、意欲的に学ぶ態

度を身に付けている。 

b:利用者の自立や豊かな生活

を目指す観点から、グループで

の意見交換や発表をとおして

的確に自身の考えを表現する

ことができる。 

c:ＩＣＦの視点で事例等から

得た情報を整理し有効に活用

する能力を身に付けている。 

d:介護を構成する諸要素が持

つ働きを具体的に理解してい

る。 

学習状況の観

察 

 

ノートやワークシ

ートの記述 

 

グループワーク

での参加度 

 

発表 

 

介護技術考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


